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甜菜栽増と農業経営
甜菜農業理解の為の基礎研究

桃野作次郎

1　序 雷

　貸本における甜菜栽培の歴史はし」うまでもな

く明治維新にさかのぼることが王宮る、、

　すなわち明治維新の時代，立ちおくれた北海

道地域の農業も，R＊の資黍主義的な経1∫キ発展

の動∫曝ζ適応し，各種の近｛ヒ的な産業を或、ンニせ

しめた。甜菜専業またその代表ビ自な産業の一つ

として，明治以降の日本資本主義の発展にとっ

ての槙桿として役、ン：つたと岡時に，それはまた

北海道の開発過程において心算された資本主義

発展の典型的な縮図でもあった。

　その導入展開は，北海道農業の過．！この歩みの

中に在り，至1三に波潤目闘の過程を辿って米たと

いっても言いすぎではあるまい。少しく要田し

よう。すなわち，斯業の導入展開は，明治時代

と第～次世界大戦以降の2期に分けて考察する

ことが出来るガ前者は明治13年から明治34年

に到る22力芝であり，後老は大正8年より現在

に及び且つ将来の北海道農業の発展と密接な関

係を有するものであろう。しかして，荊者にお

ける成立の契機は，日本園という主体が行った

模倣的な創造企業であったのに対し，後者のそ

れは「北海道開発農業の進展の裏1寸けとして，

今や漸くあらわとな2）たその掠奪糧放的経営に

よる不健全的な展聞」，これにもとつく農村鮭会

の凋落現象，並びに纏力疲弊を主たる内容とす

るところのその後の発展の行詰りを打開しよう

と，第1には畑地地肌の水田への転化による生

産力の発展，第2は大部分を占める畑作地帯の

経営合理侮を甜菜の持つ絃術的博質の昂揚によ

って一気に鰐決しようとしたもので，実に甜菜

及び甜莱糖業は北海道畑作農業に，革新的な使

命をおびて煮場したのであった。しかし，その

展開には容易ならざるものがあった。すなわ

ち，甜菜の持つ挾術約旨狂’£とか，砂糖舗格の暴

騰一一有利な源料甜菜価：格　　1ま，確かに導入

展闘をあとづけるに役立つたのであるが，甜菜

それ自身が自ら要求する集約度の高さを許容づ『

るには，尚不十分であり，且つ他方これを受け

入れる農民の資本蓄積も齢かつた。かくて疲弊

した北海道農業の発展を捌服するために取り上

げられた甜菜は，その展開滲透を誘導するため

に，多くの弼1助金が準｛1；；1（甜菜奨励のために圭契

下された財政即題出は壬ド々北海道産業費の3G％

にも達していた）されると共に，製糖資本から

も紗からぬ前貸資木（甜菜肥料，農薬，種子）

の供給が行われた，，また他方甜莱作を触媒とし

てゴ北海道畑作農業の発展を就解する官庁機構

の整備（北海道糖務1邦を設置）さえ行われるな

ど，その保護蔭成が如何に積｛亟的なものであっ

たかを知ることが出来よう。しかし，それらの

積極的な保護薄成にも拘わらず，当初意図した

ごとき管渠1こは及ばず，時として，むしろ甜菜

産業の凋落さえも噂される経過を辿った。

　近年蒋ぴ北海道農業に関する反省が強調され

るや，再度甜菜の意義が昂揚され，安億な濁際

砂糖事情の下にあり乍ら，猶外貨の導入を輔と

して甜菜賠業の拡張を企医1とし，その一半は既

に実施の段階に入ろうとしている。

　いうまでもなく，甜菜作の持つ技術的博質は

何人もこれを認めるところであるが，そのよう

な技術的博質が昂揚されるのは，実に多くの経
　り　　り　　り　　む　　り　　り　　　　　リ　　サ　　リ　　リ　　リ　　ぼ　　　　　　　　り　　ゆ　　り　　ゆ　　り

済的条件の上に立っているという認識を忘れて
ほ　　　　　　む　　　り　　　め　　り　　　ね　　　り　　　り　　り　　　ほ　　　り

はならない。

　すでに，或熟発展しつつある資本主義の流れ
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の中にある農民は加齢生産を通じて，この高度

に発達した資本主義の動向に適応せざるを得な

くなっている。殊に，100％の商品化率を詩つ

甜菜は，資本主描のプ楽への滲透を爽菖三面に受

け，僅かな掘斉変動に対しても，何らかの形で

そのf乍1寸を遮二無二変貌せしめるものと思われ

る。ここに甜菜産業における現実の政苧松川」に

対し，何らかの資料を提供しなければならない

と思うひ（筆者の憶測にしたがえば従来の農林

得政は新しい馬術の滲透にあたって！r嚢そのも

のの経済的並びに非経済甲声与1トを，農業の内部

との関連において十分に分析されたとは思われ

ない。ただそれらの意向は，かく作り上げたい

とする濾熱のみが先行していたのではなかろう

かと思われてならない。）

　この稿は，そのような理鯵を前提として過去

（後期）の原料甜莱の生産部門について，その生

産における変貌過程を明らかにし，それらの現

象につらぬかれているものを統一的に把擁し，

甜菜農業の実践を基礎づけるような詰論を導き

出そうとしたものである。

H

　原料甜菜の生産過程の変貌過程を基礎づける

諸問題を分折する前に，一つの基礎的r実を先

ず搬消しておかねばならない。それは，喧述し

たごとくミ高度に発達した資本主義経済の農業

への滲透は，農民生産そのものをも何らかの形

において資本主義の動向に適応せしめるミとい

うこどこれである。この場合100％の晶晶化率

を示し，且つ岡宮的な市場法剛にしたがわなけ

れ1まならない砂糖原料甜菜は，その最も典型的

な適応形態を示すであろうことは論義の余地を

認めない。ただこの場合甜菜の持1つ密話灼甘口～

（経営の多面約弼｝｝IIへの負献）が第1に経Fζ全体

の：コストの一部として理解されるということ

（持に経営生体が小農民的範疇にあるという現

実的騨定）を避け得ず雨受第「義的爪擦（純駅

益）を池毒する商品作物本来の姿を曖昧ならし

め，その結果立地に関して纏1めて複雑な現象を

承すということを認めておかねばならない。

　そこで以下のノ｝折において甜菜農嚢の当為形

態をモデファイするもの，或はしたものが何で
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あったかについて若千の資料を準備してかかろ

う。噛してこれらの問に答えるものは，当該甜

菜作目をして，その持つ特質を悉く発輝せしめ

た，言いかえると該作物をして最も埋想的．沃態

に保ち得た時代における該作物の生産費調査で

あろう。日本の甜菜に若しそのような時期を確

定しようとするならば筆者は昭和6年目り昭府蓬

10年迄の問を指摘したし。その理由は全般の分

折を通じて浮彫りされると思うのでここでは特

に問わないこととする。ただ資料上の鍵約で昭

和8，9，10年の3力年を分析の対幅とし，さら

に翻菜の旧格を明瞭ならしめるため，北方農業

並びに以遠上の実際的作物として萱類にありて

は大豊，禾本科にありては麦（3力年統一資料

としての麦なき為ここでは燕麦をとった）同類

根菜作にありては馬鈴薯を掲げて比較検討をす

ることとした。

　午1表を概括すると大凡次のごとくである。

　1甜菜の生産費は他の如何なる類型の作物

よりも遙かに高く，その比は燕麦の285％・ノく

豆の341％，同じ駕型に属する馬鈴薯の157％

に達する。

　2経由の第1目的たる収益（ここでは二応

反当組収益（補助金を含まず）一（第1次生産費）

にありては，他作物がいずれもプラス（馬鈴薯

2円96銭，ノく蔓1円9G銭，顧辱麦2円78銭）で

あるに対し，甜菜はひとり，しかも著しいマイ

ナス（6円56銭）であり補助金を加えても尚マ

イナス（一1円22銭）を示していた。

　3　生鑑的支出における費目構成の内容を検

討すると，甜菜は馬鈴薯と共に肥料費に圧倒約

比率を示して1）るが，その絶対額は馬鈴薯に比

し著しく多く，馬鈴薯の1．8倍強に達する。：た

豆，燕麦の如きは何堵τも甜菜肥料費の2G％を出

でざるものである。　　　馬

　4　労働支出の占める琵率は寧ろ萱，科，釆本

科に比し低いが，その絶対佃ばLEに逆であり反

回消費労働．延時閏を算出してみると甜莱96．6時

1野，　賦金1審65．7i［帰臥ヨ，　：メく豆36．9陵寺fl≡覇，　素ミ麦41

11寺聞で甜菜を100とする比は馬鈴蕎68，大豆

38，燕誕42となりil三に労働｛13約的な作物と，ご

うことが出来る。

　5　また舌i重菜耕作め他窪物と着しく翼る点は



第壌表　主要作物生塵籔とその構成比（昭和8，9，10年平均）
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　4．4　　　　　2．5

27．4　　　　25．1i

豆i燕　麦

　％i　　　％
　6．9　　5．護

28．2　　　　22．7

　5ユ　　　7．4

　2．4i　　1．8

5，3i　53

35．9　　　34．4

、＆91143

・・o・・
100，01　100．O
　　l

盤備考：牝海道農斎£嬰：三1凄農作物生繕黄講査

　　　・評i；昭和8年，9ぐ［㍉工〔1毎三より作成

生産物たる甜菜根の販慮諸掛り並びに病害虫防

除用の材料費である。前者は若干の補助金によ

って償われているがその額は少く，運搬睦能の

抵さに脱定せられ，後者は又日本博有の多湿気

候によって益々誘発される褐斑病及び虫害の防

1徐に必須の支出力玉多い。

　6　その他費属については，馬鈴薯の種予診

を除いては何れの作物の何れの費ξ1もより多く

の費胴を支嵐している。

　以上指摘した点を～括すると，甜菜は労働の

点においても資本の点においても極めて集約な

作物であると規定することが出来る。斯る規定

にしだがうならば「甜菜作のごとき集約作物は

独り労働及び資本の費用の最低廉である地を求

めるばかりでなく，その立地の園然的事業に全

く確定せる要求をおくと雷えよう。若しその要

求が充たされない場合には，又はより粗放な形

態の畑作耕作に優越する程度に充たされない場

合には，その耕作はiしめねばならなくなるであ

ろう。」上掲表にみたごとく，日本に於ける甜

菜はその価値実現における程度が他の如何なる

作物よりも抵きにかかわらずそれが確立した根

拠はiiこに前述した小葦姥民絢な祉会経済の構造そ

れ臼体の中に見出されねばならぬであろう。醐

してこの闘に於ける蕊営誓：1寸綱造は，ビートの導

入によって殆ど闘定的な経と揺者要素費用の共岡

利用を通じて総体経営費用の節約，さらに言い

かえるならば固定灼支出窒逢用それ自身の限界効

涌を追求するに役、Zたせようとしたものと言わ

ねばならない。

　　　　　　　　　蹟

　以上甜菜の生麓費を分析し，もってその経口

経済約な醐齎をえがき出そうと努めたのである

が，このように規定した考察もわずかの年限の

平均値であり，その限り決定約なものではな

い。ただここでは一一応の規定を設定して以下の

分析を便ならしめようとしたものに外ならな

い。

　舐菜の生産過程の諸問題を解明するために使

重し得る資料は，A　甜菜反当堰最，　B，甜菜

作ij’面積，　C　日建｝農家戸数，　D　甜菜生産費

（撲当1，000斤灘）等これである。

1　照菜生産力の地域淀
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　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　第2表甜菜生巌力の地域和

鞍㌔織識…耀島1嘉㌢石㌧樹。鵬1剥∵罵蛸脚缶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　識：拙碧「離菜及び離菜離業」より作成。

　生産加こ準の基本的指漂となるべき野馬別甜

茱反当収ヂを，甜菜圧展発展の態様によって次

のごとく区分し（大1i三8～11年，　大正12～昭

棚3年，昭稲4竿～10年，昭稲11年～昭和王7

年，昭繍18～25年，昭熱26～30年とし），こ

の中，導入直後の大iE8年～大紙11年を除き，

本格簿に展開したノ㍉iU2年以降昭鰹130年に到

る5期間臼期のヨ‘均嶺薮を算娼，各平均鱗こ序列

を附すQ而して，これらの地域約取計を説目！〕す

るために各支庁の作付瀟積1戸当り作1寸規模，

生産費，農村に於ける陣1弓1石帯残響を参考とし

て分折を進めることとするQ

　先ず，各i雛こ於ける平均反’騒又縫を算患し，

舌骸芝農陛の確ノ甥｝と思われる弔2期の反当収穫

高を該地域における生竈標準とし，、以下各期に

おける反当取穫商とヌお七することによ：つて一応

の理論釣意義を見出そうとするものであるが，

これに先立ち，標準姫とする第2期の支庁溺反

当収量の平均鏡を意義つげておく。平均反当堰

量を視点として支庁別に序列を附すると第2表

の如くなる。

　これによ1ると，空知の反収が最も高く4，000斤

を越え，これに次いで，十勝，渡島，網走の順と

なって編れも金道平均反収を上麺っている。爾

余の地域は何れも全道平均以下であるが，根室，

後志，口振，絵由を除いては着干低下するのみ

にて金道平均に伯仲している。回してこれらの

反証を仔細に検討するに湾島，日高・桧山に於い

ては完全に近い試作程度の規模にすぎず，他方，

石狩，後志，留萌等もこれに準じていると二っ

ても過書でないようである。かくて，この期に

於ける甜窯生産地域の反li又序列は，塞知，十勝，

網走，鋼路，宗谷，土川，根至，暴漢となる．

総じて，この期に於ける甜莱作けはむしろU然

的条件に恵まれた壌土沖債層地帯を中心に農開

したもので，嫌に空知の反取がずぱぬ｛すて高い

のはこれがためである，ただここに注目すべき

は，即下茎均反響以上を維持する諮地帯の甜菜

眉作蓄1戸当規模が然らざる地域の規模に比

し，遙かに大きいということで，前職が経露に

より深く滲透し，1部門を形成するに対し，後

者は，寧ろ附加的であると見ることが出来る。、

又，戦跡あることは，十勝，網走，上川の主要

耕作地帯が何れも1戸平均6反以上の馬糞耕作

をしていることであるψ

　以上この難に繋げる反当収穫高の意義を見よ

うとしたのであるが，ここでは一定の理浄曲検

討をすることが出末なかった。ただ，この期に

於ける甜菜耕作は，今尚試作或はこれに準ずる

地域が紗からず存在し，爾余の分斯上注意を要

することを認めた。

　玉　第2期の生産性に対する第3，4期の態

様：概観するに北海道の甜薫を上腿区報こした

がってその反収比を検すると，第2期目生産力

を100とする各期の指数は第3期76．8，第4期

40．5，第5期10L3となる。しかし更に谷地域

男麺に検討するとそこに大きな差異の存在するこ

とが明かとなる。その関係をみよう。第2期の

生産力iこ対する第3期の各地域の生年力増賊収

率をプラス，マイナス10％豪満，鋼20．・未満，

岡30％未満，洞40％未満，岡50％未満など

と靴型化すると大凡第3表のごとくである。

　第2期に下する夢3期の関係B／Aを整序する

と次のごとくである。すなわち，第2期目対比し

　プラス10％以上の地域　桧tLi

　マイナス1096未満の地域　塞知，網走，胆振

　マイナス10～20％米満の地域　＝負狩，後志

　マイナス20～30％牽満の跳域　一1二川，蝉｛騰
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i第1期

　　　第3表　地域別甜菜反当夢収箆の変｝蓬

反　　　当　　　り　　収　　　量　　　i　第2期に対する開田の反馬出

石

上

貼

紙

薄

膜

日

一ト

・葛

根

網

宗

留

全

大工£12年

より昭和
3隼まで

箪2期
皓藩論
より昭和
10年まで

　A＿．

礁難織1、
1幣でi2堅でllO㌣『、

路

平

　　　
3β88i

　　i
3，823i

　　i
3283i

B
A

狩

知

薄

志

山l
　E島i

振
・，幸r｝

卜．電1

勝
網i

ラヒ

谷

萌

均

1・782

…i

島800G
3596

、認

・・62

2・717i

名8811

Cl
Ai
ll：ll

謝i

ll：li

lill

l1

42．，1

D
A

鉱3・・1

広・72i

3ρ92i

2，446

2，162

3β84．

2，429
　　1
3，3381

　　｝
3，493i

3。283

2，553！

　　」
3，372I

　　i
3，253
　　i
3208
　　「
3β65』

　　ヨ

・2，937

　3β41

　2，296

聖2，166i

　2，447i

L958
P

島308i

2，088P
2鯉
2226

l醤

撒
・583i

！，238i

2，223i

1，2013

1，274：

1，752、

1，215

1，638

1，531；

1，200：

1，504

609

1，498

1，387

1，040

1β62

　マイナス30～4◎％未満の地域　臼ll苓，311i路

　マイナス40～50％未満の地域　渡島，宗谷

　マイナス50～60ク6未満の地域　根室，留萌

　この導．1に於ける一般的な傾向は漸1畿で，ひと

り桧1王1のみが増加している。三山のプラスは第

2財ゆそれが試作（耕作者2戸）の段階にあり，

反収も金道最一ド位にあったもので，第3期に到

り適地を求めて稿多くの耕作をみているが，こ

の馴においてもその乎均縦駅は全道比1こおいて

9遮．7％にすぎないのである与総じてこの購より

漸次甜菜耕竹ヨ条1惣ま悪化し，第4期に到って危

機駒な状態を目する。第3期は第4購の漸漸1魑

程であり，その限り第婆期をも岡時に掲げ貝二鞍

考察してみよう、，

　第2期に対比し第4期の圭曽減収比率を示すと

　マイナス20％未満の地溜　絵［工［

　マイナス3G～40％未満の∫日域　胆振

　マイナス4G～50％未満の地1Σ藁　空知，後志

　マイナス50～6G％未満の／也域　臼高，鎖路，

　　綱走，宗谷

　マイナス6G～70％未満の地」或　石狩，上謂，

3，568「

亀9・・i

3・167p
3，590i

3，980

2β55i

生087i

4。3gi

a38gi

　　l
急969

a270

3・5201

2，216i

島38、i

鋤2i

100　　87．9

100、　　　94．3

、。d，。，

100i　88．6

100　　　113．2

1001　　　　57．9

　1
1001　　　　95．O

　l

illi究：l

　　　　　i　レ
10α　　　　67，71

100　　44．8
　1
10α　　　　91．3
　．i

10α　　　　 58．7

　ミ
100i　　　42．2

　ミ
looi　　　76．8

　i

3嘱

　　i
　40．5i
＿．．．．．．」

106。8

95．8

102．5

146．8

184ダ1

8睡。4

玉683

12LO

97．0

90．5

88．9

104．4

68．1肝

742

1013

備考：拙稿「甜菜及び甜菜糖業」より作成倉

渡島，十騰，黎萌

マイナス7G～80％未満の地b黄　根蜜

この両覇を通じて見られる幌蒙から北海道の

甜菜地i或を，（1）漸減地域，（2）き教減地域に分

けられる。すなわち前者に属する聴域は桧由，

空知，後志，胆振であり，後者は上川，十勝，

石狩，日高，網走，三彗ll路，宗谷，渡島，留萌，

摂室である。蒲して以下の分極を容易ならしめ

るため両職こ於ける主要生産地域を掲げると，

　漸減型　胆振i，後志，空知

　激減曙　十脇，網走，上川，釧路

　前者を爾蔀型，後者を東部型と仮定し，これ

ら類型問に存する事ζ衆を如何に説明し，これを

理論的に銃一fヒし1翻るか？

　既にi〕川劇において刮1細作の繰営三塁性格を明

らかにしたので，ここでは湾2期に対する第3

期，第4矧の過程において，それらの｝生格が央

々の地域の農業構造とどのような内職鼠講関連雛

をもつて現象化したかを逐次説明しよう。而し

て紙数の関係もあるのでここでは各類型！地域

宛，すなわち爾部璽として腿振を，璽部撃では

王7



第4衷　終営親模別農家の構成（％）

贈品驚
略史3年初

…蕪無i難ぎ蕪隠購裂∫需喫蕪鞠鞠20町　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

・・・・・… 堰c曲・欄…巨1・い…
＆92β29．2・523501233ε2i　26・2一・3－Gα0
一’ @1L5　　　7．4　　　　－r　　11．7　　13。σ　　22β　　　25．1；　　9．0；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100．0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ＝・り二一・・い…1・・姻・i・・1・…

　　備考：昭和13年北海道統計誓，昭溜25年無界農業センサスより作成暮

十勝を掲げ考察しよう。

　端約に言ってこの期に於ける甜菜作の癒斉的

意｝醤は言うところの直駿臓意義（純駅益）では

ない。このことはこの期に於ける彗詳1費酵笥吉iの

結し細こ徴して萌らかなところである。そこで爾

地域の対照的分1チ「に立入る11［賃序としては甜菜作

と葦1一望凶賊丼：！i｝詞との関．係，霧’いかえるならば

甜菜作銅の持つ技街霞煽1質が還1論調；門を如何

に統合して行くかに焦点をおくこととする，，

　家族芳作陶な農騰駈；ζ1ζおける総体経営費用

節約の方鵡として農艮は先ず経営に於ζナる雇傭

捷の堀たを計る。而してこれが為レ農浅は先ず

藁1に渠堅作拗の導2文を，次いで」、諭b綿をた云1

め加工部門の創設を企図する。かくて所要の麗

－裟所得を実現するに努めるのである。而してそ

れらの要請が必然化される要閃1ま何か，　言う

までもなく労働女ポ’「である上地と人口の聞に存

在する均衡如何であろう。そこでこれらの関係

を明らかならしめる経営耕地規摸別構成を対比

することから始めよケ，

　磨4表は昭和13年（等∫3期の代表額）と昭繍

25年の両地域に於ける名究’「耕地規模男i貯メの構

成を示したものであり，また第5ムは同年度に

於ける経、じ粥1地規模男1膿家1戸当1宏均些‘族ノ、農

を示したものである，，先ず最初に∵4表につい

て25年の孝開成をみると2町以ドでは制振が5．2

％を示すに対し，十「　しおいては19．4ク多，また

　　　　　　　　第5表

　　　　　　　　l　　　　i　　　　｝

　　　　　　　　　　　　匝　　　1

．胆振1＆⑪　a2　aσ　571
＋．川平…　5・…　i

この層を含めた5町以下にあっては胆振が85。2

％という比を示すに嬉し，十勝にあっては37．3

％を示すにすぎない。十駄のそれは51町歩以上

において，実に63．7％ど黛くタ描輪IJ関係を示

すひ又これらの関係を1喜2期と」7と弔すると碕地

域とも騎手冒しているがその度は著しく棺回し

ている。即ち第3期1こありては5町歩以下の

篤ゼが胆振で66．9％であったものが25臼こは

85．2％にlj要したつ　これに異し十；｝∫｝で1ま18％か

ら37％になってい翫，その聖血化の紳長度1ま

十il惣こおいてむしろ激しいように思われるが現

実の示す構潰はlj明辰において葺羨も悪い身

　第5衷において農芸入口の態様をみると胆振i

の密度は20町歩以上の階屈を除き，他の如何な

る階層においても雇くあらわれており，農多ξ軽

済それ自身の要請として自ら経営方法の肇約でヒ

が蔚弼に押し幽されると共に，同時に兼業の機

会を求めようとすること」些し得ない。事実，

胆振における兼業農家餐（昭禰25年統計）1ま

63％で圧倒珂比1三を示すに玄ぎし，十勝のそれは

7。2タ6にすぎない、，斯くて胆振のような影野経

，ξは，それが壌一に純収益に貢献せしめようと

する積極二瓶獣義よりも，固．C費用を逓i証するこ

とに1ミ献ずれば足りるとするいわば消栃毒意～

1こ立脚して暴論魯嚇σの撰択を行い，或は滋営外

への依rチ関係を調節する、、この事は旧聞部門戊

は又その他の鐘瓢晶1．i弓につしても隅様のことが

　　　　　　　　　　　経営耕地規模別農家人口（1戸」平均入1昭禰25年）

　　　　3顧3反～515反～1は町～1。5L5町～2巨2町～3131理∫～55町～／⑪1王0町～2α20町

　　　　i未満i反未満i町未溝町灘ミ満・町未満1町未満い城濠・写1町未満i町未満以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．d　5．9｛　6．61　7．4　7．717．9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・…　：・・レ・1・一・

備鳶：昭禰鵯年世界七ンサス結票褒より作成。
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‘嘗穿く）o

　筆者のみようとした胆振と十聡は正にその

ような誌理に貫かれた典F聖！約なものと見る事が

出来よう。即ち第3期，第4期の甜菜作はll「！振

においてはむしろ農民経口に方ミける要請とし

て，その生産力の維持に努められたのに対し，

十勝農業；（資本家的経醤）にとっては，その経

済約意義を既に失っていたからに外ならない。

この事憐は既に二二の二丁（商i嶺作物li暫）にお

いてみて来たところであるが，更にこの期に於

ける甜菜の生産費調霊の中からこれを明らかな

らしめよう。昭和18乍に於ける北テ妻三道農致課，

北海道農会の行える生産費調査をみると，甜菜

の拠取益は三惑葡円83「警に対し支出は90円

89銭を要し釜引50円6銭のマイナスとなって

いる。これに対し判じ作物群にある馬∫台．漁：は64

円29銭の槻収益に対し90円76銭の支出で墨

引マイナス26円37銭を示しているが，こ．れを

労作馬丁艮経閉のウ1場に立ってその皿山ξを所得

とおくならば，甜菜は9円12銭を算：出するに対

し，罵鈴薯は3円gO銭を算出するにすぎない。

ここで注意しなければならないことは所得に舛

する考え方であるり純収益はマイナスでも所得

がプラスならば良いと言うのでは論理とはなら

ない6その限界は如何に農民経斉の要求と言え

ども純収益がマイナスにならない点で，この点

を萌提として資オ及び労働に対する雇傭度が高

く，且つその資本及び労働に対する報酬が社会

平均的か或はそれ以上を支払うものでなくては

ならない。しからざる断得税は二二経吝を益々

圧迫する亨となるであろう。以上の考察を前提

としてもう一度胆振と十勝地区の甜菜とその地

域の内爾的構造と対比してみるならば，前者が

前2期を通じて緩慢なる低下を示したに引し，

後者が急激な低下を示している2点を1三回せし

めるであろう。下学は経営諸要素の典岡を通じ

て経営の醸的を達成するに集約化を通じて合理

性を見出そうとしたのに対し，後考は直接約取

置の累積を求めるいわば祖放合理的形態を通じ

て経営の細片を達成しようとするのである。

　この閥の達‘情をもつと実際に立入って明らか

ならしめるため，嗣期間における他作物との反

当純取益並びに反当瞬得・のま七較を・試みるならは

これを端絢に証明し得よう。この事については

後に述べる事とし，ここでは第3期（第2次．糧：

界大戦下）甜菜栽培条件の悪1ヒに伴ないこれ力二

復興と，他方甜菜のみならず戦時農業生産力発

展の為に甜菜の技rlゴ噴門奪を媒介とする農業指

導の沐刺が強化された当時の甜菜政策と農民の

これへの対応伏況を明らかにする。

　すなわち甜菜警醒資本は馳駆生瑳蓋肇情の悪化

に伴って益々悪飽した甜：民生摩旧情を緩府：｛し，

斯：業の円滑なる運営を計らんと昭和17年以降

北海道の主要畑作地帯十二，網走の田圃内を主

とし，更に上那，空知，後志，鋸路等を加え金

計21力町村に甜菜を窺1昧した経鉾試験を計画，

実際経呂試験にたえる農蒙を逮，セし，遊来の甜

菜に上する試験及び調査の戒績を綜合しつつ漸

次改善を加えもって当該地域の二戸駒援ilを創造

しようと積極約な財致援助を行いつつ実施した

のであったが，その結果は予購のごとき成栗を

あげ得なかったもののようである。今その経営

試験二目の依託をてモけ指導並びに成績の取り纏

め雀・行った道庁肇i；一蹴場の成餐｛概要の1部門摘

誕し，さらに若干の経漕的考察をしてみよう。

（北海道農叢試験募み，甜菜を：加味した経旨試験農

場の成績，昭和22年謄写印閥）

　1輪作と甜嚢（一定比率をき尊入することに

よって綬∫な諸要素の統合を理想三｝勺ならしめ，も

って北方農楽iが確立掛来るという考え）

「輪作型式ハ十鵬デワ経｝こ蟹自薦が比較的ノくキイ

コ誉峯豆類ノ栽培が多イタメ，長官輪作耶ハチ

12つ：程度ノ輪作ヲ採用シタ。網走デハ，7年乃

至10年輪作，其ノ徳ハ大休8年輪作ヲ採用シ

タ。而シテ之が輪作挙式パ前作工燕麦（赤クロ

バー或ハ黄花ルーピソ混播）或ハ赤クロバー鋤1

作二緑肥混播ノ茨類或ハ玉蜀黍，大豆等｝シタ。

甜壌ハ大休1町歩程度：ヲ標準トシタガ3グ年間
り　　　り　　　　　　　む　　　り　　　む　　　り　　　ゆ　　　さ　　　む　　　む　　　り　　　り　　　る　　　ゆ　　　り　　　さ　　　ち　　　ゆ　　　り　　　む

．（1昭．看目17，　18，　19有モ）　ノ1戎濠～～ヲ通釜見スノレト，　5

　　　　　　　　　　ミ　　　む　　　り　　　り　　　り　　　ゆ　　　こ　　　む　　　り　　　　　　り

次ト共二次第二雛ノでノi三繕『面積ヲ減少シ甚シキろ
　　　　む　　　ゆ　　　り　　　ゆ　　　さ　　　む　　　　　　　ゆ　　　り　　　り　　　む　　　り　　　ご　　　ゆ　　　り　　　り　　　む　　　ゆ　　　ゆ　　　り

至ツテハ2反歩脇門二縮少ヲ見タモノモアツ
こ　　　き　　　ほ　　　き　　　り　　　り　　　ゆ　　　ゆ　　　ゆ　　　ぴ　　　む　　　ゆ

テ，主ナル輪作式ヨリ離脱シタヨウナモノサヘ

アツタ。斯クノ如キユ罫」ツタ主ナ陳［羽ハ戦争エ

ヨル必∴！l的凝課二帰層騰三シメ得ルトハ雪へ，蝕

ユ石・過シ詩ヌ現線ガアル」縫」チ戦争段階ノ進展
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工伴ヒ球戯作物ヘノτ：心ノ移動ハ必然的デアソ

テ特用作物が圧迫サレワレコトハ常識的デアノレト

雪フベキ八角カワラズ，経鴬試験農場デハ査糧

作物ハ余リ増加ヲ見ズ甜菜面積ノ減少ハ同ジ持
　　　　　　　　　　む　　　リ　　　ロ　　　　　　　む　　　き　　　お　　　ゆ　　　リ　　　ロ　　　ゆ

胴作物デアル亜麻二i還換セラレタヨウニ見受ケ
ゆ　　　こ　　　の　　　ち　　　む　　　ほ　　　さ　　　む　　　り　　　む　　　ゆ　　　り　　　　　　　ほ　　　リ

ラレル。之ハーソニハ甜菜屯比べテ亜麻が比較
　　　　　　　　　　リ　　　ロ　　　コ　　　サ　　　　　　　ゆ　　　む　　　ゆ　　　き　　　サ　　　サ

的労力ヲ要スノレコ｝ノ少イ作物デアルコト及ビ
　　　　ゆ　　　サ　　　ロ　　　る　　　つ　　　む　　　む　　　ゆ　　　む　　　お　　　け　　　ロ　　　も　　　サ　　　ほ　　　り　　　む　　　ビ　　　む　　　　

甜菜ノゴトク多胆作物デナイコト等ノ理由工罷
む　　　お　　　り　　　り　　　む　　　お　　　む　　　サ　　　こ　　　ヒ　　　な　　　ご　　　ロ　　　ゆ　　　も

着セシ採得ルノデハアルマイカ。（筆蔭傍点）」、

　甜壌栽培の合理性は輪作農業において最も良

く現われる愚とは紋行Pl寸に多くの承認を得てい

るが，既に繰返したごとく，経｝’Il’約手の限界

は広い意味に於ける貨；1脊費用が書rl取手によって

丁度償われる点で，それ以下に到れば経、1に於

ける作｝力編戚並び1こ・1≒毒拝の「淑こ変1聾を1一儀なく

されることはτ うまでもない．即ち，第1には

・手作グループ間の比率の妙締を起すであろう。

上掲汐績概要にて言われている甜莱から亜憲へ

厳行したというのは，il三に後者の範覆濤に於1サる

ぜ翼経営の与件対応：であって，広い不味におい

ては毫も輪作式の埴｝壊とは見られない。（輪作

なる1月語は単なる蓄支術的用語ではなく，経甘沼

済用語であることに注意すべきである）このこ

とは隈々の経誹試験農、三ので〆掃勿を仔細に検する

と，禾本科，異類，根菜の3グループの何れも

欠いていないことによってよりょく証明され得

よう。そうして指摘されている如く亜麻に代っ

て行ったメカニズムは組放にたえると疑うこと

よりも，寧ろ1ギ約度殺階の低い作；勿によっても

尚，甜菓以上に経営図的を達滅：せしめる経。；筆的

条件があったからであろう。この夢は当時積極

的な財政投資と技術的匿助を．与えた鴇亥経営試

験徴場においての甜菜の成績の中に章｝1｝的にあら

われている。すなわちその述ぶるところによれ

ば，i取匿ニツイテ見ルユ反収3，00G斤ヲ超ヘ

ルモノハ僅カユト湧瑚，1：胴第二，遠軽ノ2，3

罪場ニスギズ・十勝雌ノ∫ノ椿落ナ留場デ同憂取

1，000斤目モ達セズ，徒ラ線量」宣ナ労力ヲ浪費シ
　　　　　　　　　リ　　　リ　　　　　　　　　　　む　　　お　　　り　　　ゆ　　　　　　　り　　　リ　　　ロ

タトノソシリナへ免レナイモノモ見受ケタQ（筆
　ゆ　　　ゆ　　　ゆ　　　ゆ　　　り　　　り　　　　　　　ロ　　　む　　　り　　　ゆ　　　む　　　ロ　　　む　　　り　　　ね　　　ロ　　　る　　　む

者傍点）」とある点これである。さらに岡成績概

要は甜菜導入の含理的な在り方としての「甜菜

と泣ぎ」の結合関係の雪旨導について次の如く述
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べているハ

「十泌，網走管内デハ甜／掘耕イ乍｝　＝畜（乳牛）

トノ陰1週璽Eヲ顔ミ調ン両者両立ノ続営ヲ指導ショ

ウトシタガ結果的二・ハ梢期待二反シタモノガア

ル。下心麟家労働力二比べテ経営面積ノ比較的

大キイ結果，穿否飼簿「労働二不足ヲ来シタ結果

トモ見ルベキデアロウ（川酉農場11．5町歩，労

鋤方2．4人，1人当時．8町，幕溺農↓弓9．5町歩，

労働ノ」3．4人，1人当2，8町歩）。，更二戦時中，

食糧作物ノ；窮嶺ノ強陣ト八二飼料作二野ノ作付が

減少セルコトニモ重ノくナ原図ガアルコトヲ冤逃

シ把」ナイ。

　飼料不足トシテビ｝トバルブノ還元ニヅィテ

ハ源料甜菜ノ収量少ク，面積モ少イノデパノレプ

還元量モ少ク随ツテイく足飼料ヲ之エヨソテ充実

ナセルコトハ証封ナカツタ。要スノレニ：黛（乳

牛）ト甜莱｝ノ閃係ハ本試験二於テハ米ダ解決

ヲ見ズ今後ノド｝題トシテ残ツテイノレ。」

　これらは戦時下に於ける労働及び資ポの限界

技入lli：に於ける効果lll二列か特牛或はビートに齢

しては可成り低かった事を物語るものである。

　試験購績の概要はさらに以上を結論して，

「本試験デハ戦争ト犬フ条件ノ介在ニヨリ試験

結響胴立案当初ノ／移1貯トハ全ク異ルモノトナッ

タっ即チ甜菜ヲ取り入レタ最大翁標デアル輪1乍

形式が破嘆サレタト共二甜喜ハ経距上成り立様

ヌ程度ノ収益ノタメ轟輪作カラ除外セうし・ル場

合・モ見受ケタ。

　殊二最近甜菜ト員2i春画ヲレル馬鈴薯ノ有利陸

バー般黒甜鴇’｝罰’ヲ女fマザル傾向二選キ，比較

的甜菜栽培二理解アル農募ヲ選定セルニモ拘ラ

ズ経さ　気験夕景者世事1シク甜菜ヲ敬遠スル態度

サへ見ラレルコト脚注隣シナケレバナラヌ魚…

以下略…」

　かくてこの㌻よ藥：な試験成顧力、ら吾クが学び得

たことは，甜菜の持つ技術的侍貢力冥1こ駈1の

予予1ヒに役ウ1つための条件が締であったかとい

うことであった。馴してそれらは筆膏が既に忽

察して来た処でその論理を実践の中に読み取る

ことが嶺来たとは権じている。

騨

昭和26，27年を契機として甜菜は再び北海



道辰蒙経桜に欠くべからざるものとして，朝野

をあげてその発展に努力しており，他方個別の

経営においても重要な作物として取り上げら

れ，今や次第に戦前に復帰しつつある。地域に

よっては嬉2期を遙かに土廻る作1鋤けと生産力

を示しつつある。今そのよって来る所以を先ず

マクロ的に観察することから始めよう。

　1第5期甜菜復興の経営経済的プ察

　農林省統計調宜事務「糞の行える昭和28。9両

懸’度農期物生産費調査報ll郭こよると，甜菜の反

幽権無益は12，214円（耀産物を含まず），生産的

総支綴は9，920円となって純収益はプラス2，294

醗を示す。これに短し同じ根菜作物である馬鈴

韓の反当粗収叢は11，577円，生産的総支出9，504

跨で，その純収益は2，074凹を示している。他

方輪作グループの純収孟’二は禾本科（犠1与小麦）

においては718跨，斎：科（大豆）2，394円となっ

ている。かくて，各作物が蕊滋において担わせ

しめられている純収益という役害ijについては，

グループ内においては，騨…診粋作に瞠り，他（ρ

グループ作物とのタ批においては禾本科に対し

て圧倒的に終れ，思掛に対しては梢劣る。この

ような精惣ま，経営における技術的体盤として

の繍作を如何によく変1ヒせしめるか，先ず壌1

にはグループ作物内に於いて甜菜は馬全｛薯に代

り，弛のグループとの関係においては出作比率

の増大と禾オ科作物の減少を結観するであろ

う。しかし，この関係は，いうごとく簡躯には

行われない。と言うのは，既に述べた「 ｲとく，

労作的小農畏経済におし）ては裳裾の要語として

所得GEしい意味の所得概念）に規劇される階

層及びそのような農村構戚のあることを否定し

得ないからである。自己の経営規模において，

アンダー。エンプロイメントの状態にある場合，

かかる経鴬は自動約に瞬得の極大を追求するで

あろう。これこそ今日終局的に農蔑が，その技

術体系を決定しているものではなかろうか。そ

こで次に，所得を指標として各作物の経済性を

16察すると舌lt菜の反当所得は7，897円，馬鈴薯

5，846円，禾辱科3，588iユ1，空合5，780円となり

甜蒼は他の如何なる作物にも掌れていることが

判る。以上舌IL襲作一触｝ごに1亀作物の法話益，無価｝

という経鴬1蟹的概念を以一ド壌4期に於ける各地

域の甜茎生産力対比のうちに朗らかならしめよ

う◇

　前述にならって，第3表を中心に第2期に対

比する各地域の生産二段階を頗型化すると次の

ごとくである。

　プラス10％未満の地域　石狩，上那，網走

　プラス20～30％未満の1也域　日高

　プラス4G門50％未満の地圭或　後志

　プラス60～70％lt満の旭b氏｛駅振

　プラス80～90％未満の地域　訟liI

　マイナス10％ラiミ満の地1｝・窯　1｛知，十1ゴ，熟路

　マイナス10～20％未満の地域　1度島，根室

　マイナス30～40％未満の域地　留1短，宗谷

　総じてこのi鞠こ於ける甜菜反’」り叡1｝；二は，第

2期に比し，L3％の増加となっているが，はな

はだしいのは84・1％増という講堂をはじめ概し

て零細農叢地域の反収力ま伸びている。これに潔

し，未だ戦前に復帰せざる地域も勘からず，留

萌，メ谷はその典1／塵！的なものと考えられる．、こ

れらのグノレープ内に於いても仔細に検討すると

そのよって未だる．哩由の相途を認めるのである

が，ここでは，一応前項に瀬じて胆1辰，十擁の

両地域について述べよう。

　第4期以降の構造は，前項にみた昭稠25年

と若干の概違があるが，その構成比においては

大きな変化をみない。そこで，4期の国振が妬

2期に銚し，甜菜の作け面績におし）て7．3無，反

駁で168％と飛蹟的数イ直を示すに対し，十｝；ノの

甜菜は，作1寸において1．3緒弱，反収において

97％と硝停滞帥前婦を示し，li三に対騰的であ

る。この点極めて柱建ある問題であり，農渓の

おかれた．夜泊のギでの縢標が［i｛に純収益におく

か，所得におくかの点の相違が，この2亀域に

於ける農属の対応形態として結果したもので，

この点の理論的究ill！は慰めて重大と考える。た．

だここでは，先につ察した各種作揮の生産費調

i査の結果函1：出し得た純三収益と所得額に対するそ

れぞれの対応として，それぞれの概念範疇を是

とする経曽階層群，これと廉くタおzlして非とす

る経営階艘群のあることを，り｛に，この論麗を

発展さすならはこれを是とする経営方式，地域

或いは．しく唱曲とする琵八方或及び地域の存蕉す

ることを指摘したい。尚．このような関係を翼
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にモデファイしたものは，戦時，戦後に於ける

甜菜を他作物の面面的な経済闘係ばかりでな

く，農民経済が待朋作物甜菜をして，母家統鰯

を持つ諸作物の相互的な内的蘭連性の中に如1可

なる役割を汝ぜしめようとしたかを明らかにし

なサればならないと思う。

　甜菜が北海道畑作経営にとって，安定作物の

一つたり得た麗由の一つは耕作に先立って原料

価格が定まっていたことにあった。特に臼由価

格の時代においては，経営1ご対して最少の安定

性を附与するものとして役立ち，これが第2期

に於ける甜菜糖業発展の大きな条件でもあり，

又ドイツの初期の発展の一原園でもあった。し

かし，これが反対に一般農刷物の｝購貴の際にお

いては，甜菜耕作の持つ農業ギ営への機能Cヒ

地利絹手段共同，ヒ∫瞬i開蝦鎖，生産物禾II義甲

i司）を渚通して尚採算し得るものであっても，

一時的計算的不豹1は，多くの農民をして直ちに

甜搭の作付を排除するか，或は肥培，管理の雛

放化を誘導することとなった。この傾1ロ」は，農

産物の植下が強1ヒさ：Iしるに従って益々激化し

た。すなわち，統制の闘察をぬって存白毒する爵

由ib㌧の照射1三は，供給に対する需要過多による

現実の不可縫約現蒙からヤミ価格の残立を，掘

方躍う〔の食lll忌邉一爵il量は超過供出餅度による建

値酸格の嬉率買上げを｛il度として採用するに及

んでは，当輝国搭間の平衡が得られたとしても

作1す地の転用rよる超過出荷の災現を期接し，

他方，他作物に謁し多量に甥当られた肥料，農

薬導も隅様な酒狂慮にもとづいて他の有利作物に

使用せんと契約頂i積は過大に，実際作各1禰績は

出来るだけ麺少に，しかも最も生産力の低い囲

舞に適切を欠いた，言わば申訳的な栽培が行わ

れ勝ちであった事実を忘れてはならない。

　以上筆者が幾度か繰返して考察して来たとこ

ろを要約するに，経営合理化の担い手として強

謝されてきた甜菜もそれが真に燈営合理化の拙

い芋となるためには，甜華それ自身が含理挫を

主張するは勿論，その髄質を経済幻合毘｝生1こま

で発癌iせしめる条件が与えられなくてはならな

いことを，翻して，甜菜の持つ妓術的臨質（／懲

の生乾力を統合する力）は第3購及び璽4轡｛に

おいて全く喪失し，睡然の抵季六：を最少の費絹を
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もつて償う，より粗放な作物によって代られた

ものに外ならないQ而して，今臼の農村祉会に

於ける経営は生産頁を出来るだけ節約せんがた

めに互に補完補合し合う諸種の生藍を統合する

ための技術を要請し，ここに北海逼畑作におい

て甜菜の戦酪復帰とその発展が期待せられてい

るのである。

V

　葦者は甜国軍粟の実践を基礎づける資料を掲

げて考察したのであるが，盈では再び甜菜作が

経営にとって合理化の掲い手をとなる為の条件

を整i嚇しておこう。

　その第1は商品生産である限り，純取益及び

費絹投入に舛する価値実硯が他の作物に比し績

くなければならない。

　第2は，農業生藍の麗質としてそれが有機的

生産である限り，甜菜作それ鼠身託し多置泊㌻酸岡

に役立たなければならない。而して，ここで言

う多面的業岡への契機は何か？　それは単純化

される場合と等し《経営の全生産に於ける費用

を出来るだけ締約しようとする．意図以外の何も

のでもなし㌔甜菜窪が従：来，」ヒ海道農業の質’的

改善に貢献するものとして強力な保護がされた

のも実はこれが為に外ならないのである。しか

らば，甜菜の侍つ技術的翼下力≦如何なる点にお

いて斜懸1畜門を統含し，金経慰の発展に役⑦

つのであろうか，又，その限界はどこにあるの

か。

1　労働力及び労働補助手段について

　上地利用手段が，経営の各部門と密接に赫び

付けばつくほど，言いかえると労鋤職分翻が均

等に行われる事が出来るほど単位生産物に蟻溝

される費用は滅少する（小擬民経営の持つ労働

の2面的［生格に注意す／くきである）9この事は

単作紅型よりも趨切な輪作経営において端的に

見取ることが鵬来よう。しかして，甜菜は更に

作物の生蒼凄腕に比し長く，それ丈，労働及び

労働手段が長期的に継i続雇傭される。この事は

概に明らかにした如く，甜菜の労働雇傭は反影

92疑．1肖，面力11．4il寺田，これに擁して馬蝿著は

63．2篠寺…間，　曇黛ノ」10・9臼∫lrL　！こ蔓38．3B与1日1，畜ノJ

7，1時問，麦類（秋蒔小象）では労鋤40．7時賜，



畜力8．Oi｝晴間となっており，如何なる作物より

も多く，且つ長期に分．散している。かくみる限

り，甜菜は他の作物の競争に対してより大なる

抵抗力を有すると書えるが，しかし甜菜のよう

な労働編勺的な作物が経営内に，より大きな比

雫をもつて颪罪して来た場合はどうするか？

その時は逆に労鋤力過重となり雇傭労鋤に訴え

なくてはならなくなり，その結渠，時には温激

な生魔費而となるであろう。従って，甜菜作に

おける労働力及び労働補助手段1こ対する費用節

約作絹の限界はその農場のおかれた自然的基礎

と縫会的条件によって規調される一定の作付比

率によるべきであろう。例えば，気候条件が生

膏期間を益々孝良ならしめる地方においては，

他作物に比し生育！琴i闘の長い甜菜は逆に糸蓋営発

展の阻雷：条件となる。圃様のことは縫叔に耕作

すべき痩薄地に於いてもその姥ドを増大しては

ならないのである。

2　上地利期焦問と甜菜

　正しい作卜1順序は∫L王也の侍つ≦こ収蕪能1生を金

面的に発揮協力せしめ，その結果，駁益増進，

費用節約，を結県することは実際，農業科学の

実証するところである。甜菜，又，ξ艮菜肺臓範

疇に於けるその代表的作目としての意義をも

つ，その甲虫は，譲根逢，多肥挫，恨璽に等し

い茎葉の地力還尤にあるQ事実，甜茅の伐培に

おして適地が与えられ，最1らな耕種方法がとら

れるならば，その全特質を完全なる取益ノ」とし

　　　　　　　　　　　ぜドて発揮するであろう。しかるに，金融の作物に

あてはまる事ではあるが，如何なる作物にも同

じ様に適する土地というのはないといっても過

言ではない。大体の二i二地は，多くの作物を生育

せしめるが，その投費に対しては全く違った収

益を結果するのである。殊に，甜菜のごときは

殆ど確定した自然的憂，疑を要求するもので，し

かる時はじめて甜茎の技霧拍勺待機が昂揚される

内のである。それ故に，甜燦の不予なる痩薄地に

於いては，より根放な作物によって代替される

のである。而して，その眼界は一定性状の．i二地

に対する限りその補充関係をも台めて他作物の

1i又益ilこ匹敵する点において，より資．イ的な舷亨

においては最少費絹の原峯lllに適合する立地に於

いてのみ耕作されねばならない（，

3　有露化と甜菜

　胤｝経鴬の持つ技術的持質1ま，甜菜と同じく

多望駒な側面を統合する外，無市費物の換癒が

あげられている。而して，各要索の利嗣共同は

技術的に考察する限り有畜化によって全きを期

せられる。この場合，経費に於ける飼料の供給

は地饅笈び作目編戎の中にみられるのであるが

甜菜耕作においては爵1時に多量に生産される茎

漿部分によってその地代は著しく増撫するのみ

ならず経1における総ニヒ地利用を高度化するこ

とが出来るとするに在る。しかし，経営に於い

て合理化を主張する獣畜部門も甜菜同様多くの

綬斉的条件の、1に立脚しなければならないので

ある。例えば，雲細経営に於ける鹿卜の導入が

上地利用の上に成無しようとすれば，高い乳緬

が従来の穀作地代以．［二のものを保証しなければ

ならない。又，主として甜菜の茎墾に依存しよ

うとすれば前述した労鋤及び労働手段共岡は・h

地利絹共覇の綜則を破らねばならなくなるので

あろう　而して，有廊化との関連において承さ

れる甜事導入の眼界はli㎡述（1＞及び（2＞との相互

：規定の上に竿き．1㌃げられる生産物利用共岡の孫

則に立脚しなけれはならない、．

　而して，烹にみた点を要約すると経営合理化

の夢段として軍場する甜岩の作1寸比率は以一｛二述

べた上地利用予般兵嗣，　1二地利用共同及び生産

物利用共覇の3原貝riが，最少費用，最大収益に

向って一致する点を求めて決定されなければな

らない。若しこの比率を縮少するか，又は拡た

するかなどで以上の調和をゆるめるとするな

らば，それは直ちに経営」．二のマイナス，すなわ

ち，単位当り生産1義における労鱈き量の増大，土

地生麿力の低ギ，生繕物の不ジ紹堺瞬1にもとつ

く貨瞥笹下の減少を来すであろう。かくて，こ

の姥率を求めることが農業裂㌧薯者の主要征務で

あろう。農業膏は夫々の1「ア1愉している自然的，

並びに社会的些礎を溺察し，甜菜作潤が続曽綻．

収益を増、ヒするに匿名；ulなる比率を持つべきかを

甲虫との競走雲門との愚比に二おいて決定さるべ

き点であろう、、これらの点に「＿1する．を1廷論1り分折

は，「軽営に於ける作物選択の論∫11！」なる甥稿に

ゆずる。ここでは甜菜を中心に現量1芝の農嚢に於

いて甜菜が如阿なる／ナ1態の下に作けされている
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のかその経営構這的メカニズムを泡推し，実践

性のある甜菜だ一業とは如何に3うるべきかに就い

ての実態調査の分板結果を提β辱しようQ

w

　畑作経営の合爵化にとって触媒灼機能を果す

と強調されている甜菜もそれが。工に合理性を主・

張する為には，経営それ鼠身に一定の条件力呉

備されていることが必．要である亭は既に述べ

た。ここでは1鰻の作物甜菜が経』’の作1ヨ編成

に加わる馬合の競合関係に視点をおき分析を進

める事とした。けだし手網としての作物の果す

樽能は湿触の触営において：多様であるばかりで

なく，」畝作物に対する期待も個々の即知こよ

って著しく柑減するからに外ならない。すなわ

ち1飼の作物も，これを経営作物として㌦費す

るに，その奇1頑」機能の仕〃はで五地，経営方式，

階層によって著しく異ると共に時として硫＝猛作

物の対陵をも異にすることが響くない。そこで

ここではそれらの関係が現実の甜菜農業1こおい

て如何なる伏態を示すか，契体的な指標；を掲げ

て』 Pぞしよう。

A　血糊の対象と方法

　研究の対象は甜菜主要生産地網走支庁（全道

・甜菜作1醤厨積の首f：にあり，総面積の40％を占

める）内の典型貫としての北見L湧剛町であ

る。その々法は昭秘30年疫農業甚蓋本調査を申

心とし，これに若干の資料・を準備しつつ夫々の

醤＝旨標によって：頓固化し分i劃する。すなわち，甜

菜耕作の有無を雛jわず全町に隣する乱賊よを紺

蒙に，1　立地条件（端然的玉襲礎，交通的位置），

2経営陛嗣，3　これら2つの指標と関連せし

めつつ国字方式と甜菜作1寸の関係を論究じょう

とするものである。

　まず調査町の概要について若干の考済をして

おこう。

　1）　地理的位置　外掛圏紋別郡の東部，東経

140度，北緯45度20分に位置する。

　2）　交通的位置　遠軽より薄北進して町の北

端に抜け多寧等本線を通ずること約20粁に及

び，この同南方より開盛，．ヒ筆意，旭の4駅を

i没ける　しずれも町農簑の申心部に所直iしその

便益はきわめて大きい。他方，これらの駅を申
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心に延びた地方費道，町道は良く整備され避遠

の谷合いにも慶家のあるところ近代的輸送予期

の走行を許しており，その交通条件は最も恵ま

れているとr‘えよう。

　3）地勢，地質　石北国境に端を発し，途中

の諸流を含してオホーツク海に油ぐ乱1内弔1の

流れ，湧別川を縦卜せしめ，この流域に発達せ

しめた讐坦地はこの町舷裟のノ　1分野占める。

この平坦地を擁して周闘は毅かな波状の丘綾

（標赫300乃至50Dm，によって幽まれている。

地質は平坦地か弔4翠嵐層に属し，このうち河

成沖野上地帯は士也味最も肥沃である。丘稜地帯

は火山岩に由来するあり概して躍r的1生良好，

又殿｛萱三地帯は河成乱発｛ニヒに属し地味良好であ

る。

　4）　気象条件　本地方は亜寒帯嗣子拳と県地区

に属しているが，オホーツク海流の影響を受け

て最低寒月でも平均零下八度を下ること珍し

く，最高温月平均1こおいても23度以．．1二にはな

らない。概してこの地帯は内陸附戴｛｝癸の地方で

右寧は冷涼であるが，初夏よりは浩岸地方より

温度上昇するが大差なくやや冷涼である．しか

し日照は全道申最大の方であり，雨’：また最も

少い方に差することによって気混の低さをある

程度償って府県式f／r物の立地を諾署している。

嵐速は集解平均2．9mで秋冬の候は北西，春夏：

の候は南東の偏風が多いし，無霜矧㈹も比較甦；雪長

く約140iヨ内外と考えられている。

　　　　　　　　あ　5）　村の概要　この町が本格的な緋1発の結；コ

についたのはilぼム30竿の屯ii昌兵の入地に始ま

る。爾来屡々自然的及び経済的災虞に遭遇した

が，元兼天恵．豊かなることと，平民屯1；［1であっ

たことが幾度かの障碍を克膿し，今日の農業の

基礎を形作つたのである。

　そもそも北見の即題は北海道における腿業中

核地帯の一部をなすもので，弔め；内陸盆地が水

田稲作を，十秘内陸が豆類を主とする穀骸農業

を確立したと同様に，北見農業は｝1［」黙したiヨ然

条件から小麦，燕麦，馬鈴海，甜菜，亜麻，碗

豆，果樹，クロバ一等，いわゆる北欧式農作物に

好適な地帯としてその独自性を発揮した．しか

し米，皇煩などの総県1＝農作物の立地し歯して

も必ずしもそれを排糠するものではなかった。



すなわち寡雨，日照の多いこと，肥沃な沖積地

の存在，という自然的基礎は経営規模の！ノ細な

屯田機業の性格に規定せられて，府県式作物の

栽培を導いた。しかし乍ら夏季の気候が一朝不

順となるや，このような府県式作物は著1しい不

作減収を見，反数において北欧式作物である小

麦，甜菜，焉鈴審が豊かに稔り，当然，田と畑，

府県式作物と北欧式作物とは互に相克競走関係

に立つた。ことにこの事は商業的麗業の発展と

ともに激しくなった。すなわち薄荷に始まるこ

の畑地の商品生産は漸次臼辛念形態を打ち破り，

リンゴ，亜麻，豆頑，澱二月（騎馬鈴醤を通じて

この町の農業形態を変えて行った。而してこの

ような商品生産の著しい発展は従来に於ける地

：力資源の取奪を結果し，ここに：本町は第1次た

戦下の米価高との関係もあって｛：占渇した地ηと

自然的基礎を米作市坊“藪びに北欧式年桟農法に

委ねようとしたものである。爾来幾反かこの地

の経営に関する反省がなされたが農家の経営的

な牲掻に規定せられ米作を主とする府県Fl薄い寝

を入れんとする祉会的内部要田と，これを掴え

て北欧式農撃を展開せしめようとする自然的要

四とがまともに競含し，鰹雑な現職を打ち属し

ている。以下これらの痩業現女を打ち出してい

る錦鯉の性格について一瞥し，これを要約して

みよう。

　1　階層甥濃ヌの構成を経営耕；地規摸をメル

クマールとして見ると，弔6表のごとくこの町

のそれは下贋の比重極めて低く，他方又5町歩

以上の階眉も低く，概して中鵜層に集中してい

　第6表　経営耕地広狭別農家構成（％）

愈ゼ受血鋤響：北髄1鯛

5反歩未満
　　　　　　　ミ5反以上1町未満i

1町～2町未満；
　　　　　　　　
2町～5町未満i

5田r～10町「ラ1ミ瀞奪

10町～20町未熟i

20町・以上
　　　計

6β1

。，i

ll：！

…！

1：li

　l

11：1｝

・・

ll：li

l：1

10α01　　　　 10砿O

　125．2

8．7

12・9P
11：1

・・

α2

　i

40．9

40．0

21．7

4．6

0．6

0。2

0．G

100．〇　三〇〇．0

詔三：1950年陀界センサスより作成。

第7衷　農家1戸峯経義規模の比較

　　　分1耕躯董鑛据森

上湧別町　（A）1

網ラヒ管内　　　（B）　　l

　AIB　（％）
　　　　　　　　

駒畝1
3．24

4．08

79．4i

反｝
4．600

6．106

75．1

　註：β召和29年基本センサスよリイ乍成。

る。

　亙　導業農‘づ率は全道の50％，網走支庁の

52．6％に対し本町のそれは65．2％と比較的高

く，一応の健全性を持つものと考えられるが本

町農業のおかれた環ぢは兼寝労／藝厨ゴ場のないこ

と，農1こ入口と労働対象たる」＝地の調和が悪い

Ci：7表参照）ことと関1三釜して必ずしも健王な

調和を見出しているとは言えない。

　蟹　人iコ旧記が大である，

　α）農業人口比t58．1％に対し　蘇得比重

　　54，2％

　（の　管内脹3〔1戸当平均ノ」コβ．6人に対し，

　　短勇別農家ま戸当り1ま7．1である。

　の　中核農民癖｝はこの地の農∴≧にあること既

　　に60年を経過するが，元来屯照農民であり

　　府県式農業に対する関心力葺強い。

　】V　長唄用一i二地と：耕二地の利用形態について

＊町の君｝；地化率は3L5％と忌めて高い比率を示

す，又耕地の利痢率は90．9％となっており，そ

の三二ば｛∵用作物（薄荷，ピー｝，亜麻）賦も

多く18．5％，次いで雑穀15．7％，実頬14．9％r

となっており押目，馬鈴薯，水稲がこれ1こ絹接

近して何れも11～12，3％に達し飼料作物また

10％に及んでいる。く特景作物としてPンゴが

32％を占めている　これら最近における生産

力は承稲にあっては全道平均の70％，畑作の大

部はのずれも北海道の．ヒ拉にある。

　V　生産手段　労働対象たる．ヒ地に緊密に結

びつくものとしての七地改良庫嚢と労働補助手

段たる農具についてみよう。前孟は｛二地改良区

及び農協が主体となり積極的な耕；∫：ヒ改良蕊翼を

遂得している。その諾細な資｛斗を示し望腎ないが

全般の水準以上にある事を指擁しておく，，後訂

の指標として農業檬械を掲げ1950年農’7とセン

サスの結果を要約すると，
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　㊥　ン力機械を使用しない農蒙の比㌣は他に

　　姥し遙かにすくない。

　（の　罵の使用率は97．4％｝こ5曇垂し，他より遙か

　　に渦い。

　←う　畜力，機械力をともに使崩する農家率は

　　全道対比で25．7％高く管内平均よりも高

　　い。

　　　これらの露寒からして本町の農作業体系

　　は他に比しかなり進んでいると言えよう。

　、i家冒飼育状況　主要家畜についてのみ要

約すると乳牛飼冨農家率は29％強であり，管

内の13，4％，全道の16．7％に対比し遙かに｝凹

い。この高い飼渦虫参皆まもって直ちに経営が

倉樫化されているとは断定出来ないが，池域の

立地条件に樽押した音字㌦㌔形態の誓出に対し示さ

れた積極的態度の裁歎と見ることが幽来る、他

方馬につして見ると，これも牛と洞様この地域

の対応形態として圭ヒ較的高し飼一口隻褻びに飼巨

引数を持つ，即ち蒲者は93。8％に達し全1芭の

62．7％，管内め88，2％を何れも大きくξ｝1きはな

しいてしる。後者は1戸平均L82頭と全道の

1．73を．L廻っている。　rrぎ小まギを一瞥すると高

高の飼育農家率は77％，鶏65％，山豪酒の

晋及渡は低く4～6％の農家が綱i考するにすぎ

ない。、

　靱　忌日鳴物の商晶化：先ず耕種生産物の商

晶化率をみると特用作物（甜菜，亜麻，薄荷）

の100％，ついで「りんご．｝91％，馬鈴薯81．9

％，火点50％，小豆7G％，菜豆70％となって

おり雑田島は二品用のもの多く，水稲7．5％と

著しく低くなっている，他方畜産物の商品化は

牛乳の90％が一括ズ事影；」乳業中柱励工場に搬入

され，鶏卵は罪｛誓∫業者によって集められるが

その商品総議は概ね70％と言到りれている。こ

の外仔牛，成卜；」は家畜市の悶諺，1遇罵1襲蒲人

を計して50～60％商品化される，，かくて本町

農肇iにおける商晶化生謹言の入ボは植麓1物にあ

って1、1三用作物，馬鈴薯，大♪：，小籠，りんご，

P薩物にありては牛乳，仔畜，驚卵で，鳥類，

雑穀，水稲，学毛，Lll羊乳はそれぞれ大’トを自

給に供しているのである。

　以上甜薬作と農義経営の関係を把握するに先

だち，対象町の農業全般についての慨要を5察
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したのであったが，以上のような性格を持つ慶

業が前に述べたごとき性格を有する「甜菜」を

どのような形において存在せしめるであろう

か，その講造と性格を意義づけよう。

A自然的基礎と甜菜

　構造分析に入るに先立ち甜菜農業の確定的要

求（深根性であると共に多肉性であることは，

上墳の理学1／ilのみならず肥沃度においても決定

的意義を有する）としての自1匿ミ的基礎就中，、∫

・地について述べようQ北海道ノ㌧窪川獣il麟｛137

号に掲げられた北海道にお；ナる立要点作地帯社

性別収li；：舗奮をみると第8表のごとくである。

　第8嚢　土性男君又罎奪合（3要素区を100

　　　　　とする収量比）

網捌土｛乏【・雪田i舞曲慶窒盤燐蟹加

小

菜　豆

　1沖積土
亥
　1火山灰土1

　∫沖積土
　しく山灰土

…｛欝

難菜怩P

65．

嘆7

62

57i

611

38

36

．思

2d

　と
74：

68

85

74i

　…
68i

37

681

　…

76

46

61i

　…

65

63

84

53

78、

48

57

79
　f
261

47
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　　設：ここで沖積土とは壌士：沖積地を播す。

　第8表で明らかなごとく，甜菜は一i二地を選ぶ

ことが強く，保水力のみならず理学的詮状の良

い沖積膏＝においては，他作物と類｛以の結果を承

しているが，然らざる：ヒ壌に於いては，収誌の

減少著しく，その比は他の如糊なる作物1こも類

例をみない。

　この基本的事実1こノニ理llして，オ町に於ける経

営の、ンニ藏をノくきく分類すると沖積地帯と重粘i也

帯にわけることがlji来る。調査タポ数888戸中

6≦）．3％に当る615戸が沖積壇であり，残り30。7

％273戸が電粘地である．以ド，この自然的這

出を先ず分析のメルクマールとし，広いで階群

的及び方式的な視，・ミに移行しよう。

　先ず，賃二｛’k別に甜菜影i二俘農工拳，畑地薗積に

対する甜菜耕作競tを見ると，沖積竈にあって
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この種の作物が自然的llと讐礎に確定的な要求を持

つかを証することが出来よう。

B経営階層と甜菜

　第9表にて明らかなことは，前述した臼然的

基礎に確定した要求をおくと盛時に，その作付

比率における序列が貫徹していることこれであ

る。さらに溌了すべきことは，零細膳に於ける

作付が沖積地≧幣では5反歩未満，重粘地帯では

2町歩未溝において全く欠くことである。この

事は，第1に零細層における甜菜の技術的訴質

が，該経営において許容される作事f琵率の下で

は未だ発揮されないこと，いいかえるならば，

零細規模における舌i躊芝は経営諸部門の統合力の

担い手とはならないことを示唆しているところ

のものであ惹，1欠に，耕作農墓群を含めた階層

の甜四目｝塗｝－同工をみると，辞少の相違はあるが，

ここでも前述の傾角が霞かれていると思われ

る。このような関係を導き鷹したものを庚に：趨

求するためには，召人は各層の経営形態，作卜r

方式などについて一瞥する必要があろうかと思

う，、先ず，経営形態，就中甜菜栽培と1一三の深

い家畜蔀門との関係を見よう。

C　経営形態と甜菜

　第10表で明らかなごとく家畜飼育の規模は

上層に到るに従い増加するが，待に劣悪な自然

的基礎をもつ重囲士也の日嗣経営にありては，沖

旧地に鷺し遙かに多く，一見経営方式の籍違を

示1唆している。しかし家畜総飼育規模と甜菜1ノ｝…

付の關に窪窪する関係は沖積地にあっては，硝

相関が認められるようであるが，重粘地にあり

ては必ずしも梢関が存．r｝iしない。凝して，これ

は甜菜茎葉の飼料的零1贋の嫡可によるもので，

この点は甜菜茎葉，並びに製鰭副産物として還

元されるビートパルプと密擦な関係のある，牛

飼育農家との関係に就いて，考察しなければな

らない。土性別階羅捌にこれらの関係を示すと

第11表の如くである。

　牛飼育酸呼率は沖積ナ遺域で23．9％，重粘地で

52，3％となっており，電粘地に於ける乳牛飼育

の重無生を示唆しているようであるが，牛飼育

農家中ビートを耕作している農峯率は之とは金

く反し，沖積地が89，1％，重粘地が38，4％と

なっている，，閉して，沖積地では2．3の階層を

除いては，二三上農墓の殆どがピー｝を描画す

るのに反し，垂粘地乳牛飼育麗家のビート耕作

∫七率は極めて低い。しかし，重鮎地ビート耕臼三

者の性格をみると，以上見た僅かの乳・宰醐1芽ビ

ート耕作農塞によって殆どが占められている点

は注臼すべき点で，之と対膝灼なのは沖積地の

農二二である。即ち，沖積題に存する乳牛飼ぎ

者群は，殆どビ嗣トを耕作するが，他方飼回せ

ざる・多くの農墨も又甜菜を耕1騙し，その結果，

乳隼飼養ビート耕f’i謬ξ家のピー｝作1寸上聞峯は低

くなっている。

　これらの三二を更に追求し，統一的1ご理解す

る為各層の作け方式について考察しよう。

　第12表は，対象全農’1《888戸の畑作延爾積

を階層励に1整．1里したものである。若干の説明を
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第12表　階層甥土牲男彗畑地利用状況（王00分目）
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　金般を通じ水卜｝耀解ゴ｛を省略した為，その分折

に若干の欠点はあるが，恥曝屑1とも零糸威、1この

作蝕は，毛頭，雑穀，馬瀬薯に限られ，経営脱

摸の拡大に伴なって工芸作物，飼料作物をlii唯il

地では果圏を撫えて行くことがill」らかである．

　沖積地の階層別1ノ［｛物lll付1む↑》に於ける佃河を

みると，経営睨模の増大に伴なし）漸減するもの

として畜類があげられ，激零するものとして馬

鈴薯が，’雑段は微減する程度で大きな差異がな

い。而して，馬鈴薯作，舅乍比肇の減少に伴な

い工去作物及び飼料1乍物が著増し，果樹は5反

～10反IL｝以．一ヒから殆ど一定比率を示してい

る。重粘地における待徴1ま窯般に酒積地と殆ど

仙骨な傾崩にあるが，特に飼料作の増加力著し

く，エ去作物はミ中積地・lll：の果樹のごとく楠悶定

的である。

ひ若干の要約

　さて以上第11表並びに第12表の考察を通じ

て一応の経営挙的な結論を導こう。

　1　甜菜作1寸比率の一貫した階層1生は外なら

ない甜菜作の持つ集豹性これで，資本及び労働

を潤沢に保有し得ない農家はこれを耕作の中に

引き入れることが出来ない（その限度につし〉て

は既に述べた）他の一つは胸眺に基づぐ，乏計

紅零よりの規鋼は，で1に自給作物の栽培を強

記する

　2　沖積地に多く，駆各地に少い理由1ま既に

述べたごとく，甜菜1乍そのものが経斉的機龍を

　】
4．41

　E
2．7

4．8

　1
7．21

　i
7．9

7．9

7．0

　i

－i

」
　　

　　
「
0，0i

　l

1翫8P1＆8　　　　　　α0

果す為には殆ど確定した自然的！i禦楚を持つが為

である。（奉町の分糖よf臼こその典塑的なものと

言えよう。）

　3　沖穣地帯判11｛｝1一∫農llの殆どが，甜菜を作

付するのはウ：堰に於ける地代1掲係C肴粘地に比

し遙かに高い）から，地代霊産の低い一般飼料

焦よりも生産雌の高い甜菜の俘1招ナをβい，地

代損傷を最1こ限に｛且iししようとするにある．

概して，沖積地にありてに地：り共同を中心・とし

｝拝外を統壽しょうとするにあろう。猛枯地に於

ける乳牛飼育農家群に於！ナるピー｝耕1乍薫煙F

低きは立地に於ける地代の低さにある。ここで

は，生産物の共隔利用よりぽ．ヒ地地目の編成が

重要となるであろう．、然し先に見たごとく自lliミ

的条件に恵まれない地帯でのビート耕作は艶富

な｛∫機質の還元，ヒ地改良を前提するが為，非

乳牛飼薄農家では不可能で，妓に蒲掲の如き結

渠を示しているのである。

　4概して，中層以上における甜菜比率の増

大は，馬鈴薯比率の低下と対蹴的にあらわれる

がこれは経営に於ける諸覇i弩の統合力が前述し

た如き甜菜の技術的i寺質によって支えられるか

らに外ならない。他の一一っは第10表（階1｛捌

家畜ζ属目の構成比）に明らかなごとく，卜1津こ移

行するに従い拡大される大叡畜（乳｛二，編）比

率の増大これであり，甜菜及び甜菜糖業の舗産

物との川石補完のコilに菟1熱されるぴ

　以烹の諸素から，下川は甜菜作と農業経宮と

の結びつきを考察したのであるが，．それら1ホ

7．9

6．2

13．5

20．6

23．6

3G．5

4L8
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甜菜導入において一定の条件が充たされるなら

ばその謙質を十分に発揮するように思われた，

事実，以上考察の結果を証明するもの1こ外なら

ぬ。甜菜作付規模溺反当収量の傾i儲f直である。

これらは，第13表，第14表を比較考察する事

によってよりょく認男され得よう。面して，14

表の現象は従来の如醤なる時代に於いても一貫

した事実として見取ることが出来るので，それ

故にこそ甜菜の導入にあっては経宮諸部門を統

合すべきその他の諸条件が準備されねはならな

いのである。，

　　　第13蓑　王戸当ビート作f寸規撲
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　　　り作成．

£　生産物の運搬能事と甜菜

　第1表で明らかにしたごとく甜菜の生繭孤疑

に於ける運搬費は9．5％iこも達し，鮎の如何な

る農鍵物にもその類例を見ない。生傷物に於け

るこの著しい運搬能雛の低さは，これ力茄場生

産たる甜菜の場合その立地に対し確定的な位置

を要求することはいうをまたない。ことに甜菜

のごとき経営諸部門の統合力を殊に家畜部門な

かんずく乳牛との関連の中に晃と臥1そうとするな

らばそれらどの関係を…層良好ならしめる甫場

近接跳においてより重要な意義があろう魚
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　従来，甜菜生嚢に於ける市場馬出との1姻係を

みると甜菜総1乍絃颪積の57．6％は3里多｛ミ満にあ

り，3里三試藷二4里港ミ学茜は21・1タ6，　4里珍ミ．．ヒ5璽

未満は10．9％，5里以上104％（以ゑ昭和11

年）と存置rが市場に近心していることが分る。

　さらに甜菜価格が低ギするか，或いはその他

の作物が，甜菜作に比し縷iる場含1こおいて益i々

此の傾簡は強くなる。例えば，戦後甜菜載培が

不参であった昭翻21，22年についてみると，甜

菜総作け灘積の実に86・5％は3里未満に集旧し

たのである。

　この関係を本町の場合について考察してみる

ならば第15表の如くである。

　　第絹衷搬繊距離男彗甜菜作付比率

搬出距離別
韻菜細作付
颪積に対す
る作麩比率

髪こ∴則

4K～6Ki
6K～8Ki
8K～10K】
握にi畿1

　　　計　　　　1
　　　　　　　f

　　　　　　嫡考

　％
26．1

53．9

13．2

6．7

畑爾積に対

する甜菜
作付比率

　？ら

13．8

王0．6

1⑪ユ

8，5

　　　　　　　　　　　　　0．1　　　　　1．0

　　　　　　　　　　　　100剣　　108

　　　　　　　　　　昭和30年の作付実態。

　上掲第15表において明らかなごとく，ビート

耕作全農き《452戸の搬出距離別にみた甜菜の作

付状況をみると全町甜菜総作付面積の80％は

4km以内にあり，4kmから8kmにおいては
19．9％，8km以．圭二においては僅か0．1％にす

ぎない。更に，畑面積に対する沈率をみると，

逃場よりの踊離が隔るに従い低く2klm以内で

13。8％の作付比率を回すが漸次低下し6～8km

に到って8．5％と，更に12～玉5kmに到って1ま

1．0％となる。　この現象は単に作付比率の低71こ

のみに1ヒまらない。これらと更に作付比率の低

下に伴なって趨るであろう不完全組織化によっ

て，前項にみたごとき生産力の低下を惹起す。

この関係を整理してみると次の如くである9（第

16表参照）

　では，この間に存解する経営学的な論理は牽穿

か。「甜菜」の持つ統合力は交通地拉の良い程発



第16表　搬出顕：離別作付害拾一と距離別反

　　　　奴の棺関（昭和11年）

　　　　　　　　　臨麗｝反・1砒

3　里　　来　　満

4　璽　　未　　満

5　里　　来　　満

6　里　　未　　満

6　　里　　以　　上

計

57．6i

21ユ1

1αgi

ao1

44i

1。α。i

　　｛

lGO．0

94．5

86．8

78．5

56，1

備考＝拙稿「甜菜及甜菜糖」より作成

揮されるが，交通条件が悪化するに従い，その

意義を央う為である畑作技術体系の確並1ことつ

ての輪作も交通条件の二女fなる点における根菜

作は土野的多くを甜菜に，交通条件の悪くなる

に従い，加工容易な馬鈴薯生産によって移行し

つつ夫々，運搬費を逓減せしめようとするので

ある。

　以．ヒ筆者は臼本に於ける甜菜栽培について，

　1　生産過程の変遷

　2　甜菜町村の統計的分：折

の2つから，この種農業をめぐる諸現象につき，

主として経営的な立場から考察し，「甜菜俘園」

の経営に於ける経済的意義を統一的に葺塾解しよ

うとしたものである。それらの結果を再びここ

に記述することは避けるが附加するとすれば，

ミ砲術的な特質として掲げられる甜菜が真に合

礫陸の担い手となる為には実に多くの経済的条

件の上に立たなければならないミと縫うことで

あろう。従来ともすれば北海道農業改良の手段

として強力に押し進められた甜菜は筆奢の晃た

限り今までの技術行政の典111！的なもので，甜菜

を中心とする単なる二三行政の北海道農業への

適用であったとも云える．真の農業合礫化の担

い手となる為には単に技術行政に／しることなく、

技術行政をして経認行政に発展せしめなけれは

ならないと思う。オ・：稿における筆者の意図は，

それ故に上来の考察を通じて，甜菜農業の実践

を基礎づけるような素樗ともなればと，念じた

ものの一端にすぎない。

　昨夏以来学会斯界の重愛助で筆者は偶々北海道

の甜菜主要二藍地を観察しその結果を取り纏め

ているが，その一つとして北海道の甜菜と農業

との結びつきを附け加えよう。

　　王　地力利用肇（地力孝；1用隅隅）

　　2　経営組織型（多1飯的焦同）

　　3　家族労働墳三三｛1崔！（口回利用共「書D

　（Dの類型は十四川流域．イニf狩川流域，湧別塀

・流域等経営麗模の比較的大きい農家群に兇られ

る。麹沃なウ：地に於ける俘醸選択は時として麗

蒲労働力に依頼しても集約的な甜菜の導入を計

り輪作型を確立1．て行く，ここでの現象は駅畜

との結びつきは極めてうすい。

　（2）の類「般は根室，山路，北見由麓地帯で家畜

特に乳隼との結び付が密である。また，この地

域では多くの場合ヒ地改良が先行している。

　（3）の類1盤は広く全道各地1こ見られる。所謂零

細農展軽済の規湖から出来る隈り多くの農業所

得を得ようとするグループで，今1ヨ点出の作物

は甜菜だとして導入する。

　上述の点から明らかなごとく，従来の理‘三：型

におけるものは，およそ（2）の範疇におけるもの

のみであろう。しかしその占める害ll合は極めて

小さい。〈1）及び③は競合作物の台露1によって更

に（3＞は労働市場の発展によって曉総の成立は謄

弱である。

（甜菜農業に関する詳しい分析は追って癸表す

る。なお，甜菜及甜菜農業に関する資料は拙稿

「甜菜三三莱二業」昭和25年3月北海道総合開

発資料第14号による＾）（1956．2）
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新しい飼料

ラ　イ　オ　ン

S　P　飼 料

　最近，家畜栄養学の進歩とともに飼料の研究

も進み，とくに従来は飼養標準の世｝豊位として可

消化蛋白質とカロリー〈たとえば発熱臨飼養

単位，澱紛価，可消化養分総量〉などによって

表示されていたが，最近はミネラル，あるいは

ビタミン類などが，これに加わって来たのであ

る。もちろん，蛋益【質の面においても虻i窪に消化

率のみでなく，生物学的価姫，アミノ酸組成な

どについて考えねばならなくなって来た。

　しかし梶実においては，栄養失調とか，飼料

申毒あるいは繁殖率の砥下，異状乳とくに貧：乳

なども多くなり，酪僕家はもとより製造業者，

さらに消費者に至るまで，その及ぼす影響は蔑

めて大である。すなわち，飼料としてはその栄

養嘆ケL，もっとも必要な栄養素を斬合よく網

羅して含まれていることが大切である。

　さて，SP飼料とはソリュブル　プロティン

つまり水溶性蛋白質を主とした飼料という意味

であるが，だいたい魚の内臓を主原料にして作

った飼料である。そこで，このような魚族の内

臓に誇まれている蚕自質1ま，植物性蛋白質に較

べて奔常に栄養繭が勝っているので，動物螢白

膜子A・P・Fと呼ばれる因子が含まれている

のである。A・P・Fは多くの因子の集合した

ものであり，コリン，葉酸，ニコチン酸，パン

トテン酸などから構成されているのである。と

くにB12はコリンの合成に関与しており，家畜

の肝臓障碍防1しに著．しい効果を示しているψ

　さて，水産物中には一般にこのB12が多く含

まれているので，世界各地の進んだ顛々におい

てその栄養効果，製造法，飼料化などについて

研究し，とくにカナダにおいては，フィシュ。ミ

ールを製造する際の廃液を濃縮したフィシ㌦・

ソウ諏ブルが製造され，家畜飼料として広く利

用されている現状である、とにかく，魚の煮汗
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中には栄養価値の｝居｝1いB12とか色々なA・P・

F資源が豊富に含まれているのであるが，これ

らは大部〉ひ日黍では廃棄されていたのである。

　そこで，このペースト状になったフィシェ。

ソリュブルも直接，飼料として利胴できるが，

これを澱粉粕とか麩または端t糠に吸着させて乾

燥し，囲形粉末化したものが布販のSP飼料と

呼ばれているものである。

　SP飼料中の蛋白質は詑卜肉または牛乳中のア

ミノ酸組成に極めて類似している。このように

池のアミノ酸から代用できない蛋白質が動物体

に入ると，血管を通じて成長く牛肉〉弗乳の生

塵に濾：結して行くのである。

　次にSP飼料の一般成分を示すと次の如くで

ある。この飼料成分は，殴着させた添加物の種

類と量によって異なるが，農林省登録保証成分

を示すとつぎの如くである。

成

農林省登録番号

フk

粗　蛋　白

粗　　脂

粗　　繊

粗　　灰

分「心綱

分

質

門

口

分

〈赤〉玉62号

　12％

　32％以上

　7％以上

　7％以下

　7％以下

澗　　左
〈日化飼〉

〈青・＞　197号

　12％

　32％以上

　7％以上

　5％以下
　12タ6」ジ、一F

　また，デーリィマン第6巻第9寧ご発表され

た，帯畜大，大原久友．教授の乳牛飼養の実験で

みると，SP飼料の嗜好性1ま10％位までは差

支えなく，牛乳中への魚臭の移行もまた，原料

の鮮度の良い場合く蛋白質がアンモニア，イン

ドール，スカトール，アミ‘ンに分解していなけ

れば〉はない。乳量は僅か増加する。蛋白質と

くにカゼイン，アブミン及びグロブリンととも

に10％内外増撫した，と報告されている。

　　藍綬褒賞に輝く

ライオンSP飼料
　　　　試　用　品

　　　　　カタログ
　　　　　進　呈

日本イヒ学丸心KK
　函　館　市　浅　野　町　1
　　　　〈蕾ライオン油脂〉


